




福岡県飯塚市
きゅういとうでんえもんてい

旧伊藤伝右衛門邸

見どころ

建物名称

建 築 年

構造様式

所 在 地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

旧伊藤伝右衛門邸

明治30年代後半

木造、入母屋、瓦葺

福岡県飯塚市幸袋300番地

0948-22-9700

http://www.city.iizuka.lg.jp

9：30～17：00 水曜休館（詳細ＨＰ参照）

庭園は導入部の馬車廻しを中心とする広場をはじめ、建築群に挟まれた

中庭の部分、敷地北半分を占める大規模な主庭の3つの部分から構成さ

れる。特に主庭は、流れ及び2つの池泉の背後に緩やかに盛り上がる築

山などから成り、主屋からの展望を意図した庭園であるとともに、様々

な景を楽しむことができる回遊式庭園でもある。池泉に架かる石造の太

鼓橋、2基の石造噴水、敷地の西北隅に立つ石塔、随所に据えられた

様々な形式の石燈篭、築山の頂部に建つ茅葺八角形屋根の四阿など、近

代の回遊式庭園として十分な質と量を誇る庭園景物が見られる。

筑豊の著名な炭鉱経営者であった伊

藤伝右衛門の本邸として明治30年代

後半に建造。大正初期、昭和初期に

数度の増改築がおこなわれた。

高い塀は旧⾧崎街道に面しており、

昭和2年に福岡市天神町にあった別

邸（通称銅御殿）から移築された⾧

屋門や伊藤商店の事務所が目を引く。

邸宅は南棟（正面）北棟（庭側）、

両者を結ぶ角之間・中之間棟、玄

関・食堂棟、繋棟の家屋5棟と土蔵3

棟からなり、池を配した広大な回遊

式庭園を持つ近代和風住宅である。

和洋折衷の調和のとれた美しさ、当

時先進的だった建築技術や繊細で優

美な装飾を随所に見ることができる。

柳原華子（白蓮）が伝右衛門の妻と

して約10年過ごしたゆかりの地で、

伝右衛門や白蓮に思いをはせる場で

もある。

アールヌーヴォー

調のマントルピー

ス、イギリス製の

ひし形のステンド

グラスのある応接

間、一畳たたみを

敷き詰めた⾧い廊

下等、様々な芸術

的技法を取り入れ

た、繊細で優美な

装飾を随所に見る

ことができる。

入側（東）









福岡県築上郡築上町
こみんかしょくあんでんぼうじのしょう

古民家食庵 伝法寺庄（旧竹内家住宅）

見どころ

建 物 名 称

建 築 年

構 造 形 式

所 在 地

電 話

Ｈ Ｐ

開 館 時 間

ア ク セ ス

備 考

古民家食庵 伝法寺庄（旧竹内家住宅）

1880年（明治13年）、1916年（大正5年）改造

木造平屋建、入母屋造、桟瓦葺

福岡県築上郡築上町大字伝法寺587

080-1760-3633

http://chikujo-rekishi.jp/category/denbouji/

毎週 金・土・日曜日 11:00～15:00（2日前予約）

（詳細ＨＰ参照）

東九州自動車道（築城インター）から車で約10分

＊写真：築上町

食事処で提供され

ている御膳は、地

元の旬の食材を使

い、地元の主婦が

作っている。漆器、

磁器など旧竹内家

で使用されたもの

も活用されている。

古民家食庵 伝法寺庄（でんぼうじ

のしょう）は、明治13年建築の農家

住宅を食事処に活用している建物で

ある。

お店の名前は、ここ伝法寺が平安

時代に宇佐神宮の荘園（神領）、

「伝法寺庄」と呼ばれたことに由来

している。伝法寺庄は鎌倉時代には

豊前宇都宮氏の初代、信房が九州平

定の恩賞として源頼朝から賜った所

領である。竹内家は古くからの城井

谷の在地領主であり、宇都宮氏の有

力家臣、伝法寺氏の末裔である。こ

の建物建設時の当主は、竹内徳松

（1859～1947）で、上城井村の議員

や助役を務め、また農事改良活動や、

肥料購入などの信用購買組合を設立

するなど、地域の発展に貢献した。

大正期には増築した診療棟を竹内医

院として開業した。この建物は、竹

内家から、平成27年に地域のために

役立てほしいと築上町に寄贈された。

伝統的な農家住宅形式の主屋１階の座敷は、水墨画の襖

絵や繊細な欄間で飾られ、外の池泉式庭園の眺めを取り込

むなど、品のある接客空間となっている。豊前地域の特徴

である、床の間と仏壇（現在は床の間）が矩折に配置され

てる平面も面白い。

現在は、この座敷でお食事をいただくことができる。

1階座敷*

矩折配置の床の間*

主屋外観*

田園の中に建つ古民家食庵伝法寺庄

提供されている

お食事例*











佐賀県唐津市
　からり　きゅうふじおけしんたく

CALALI　（旧藤生家新宅）

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

CALALI

明治11年

木造2階建て

佐賀県唐津市江川町627

090-1162-8570

www.calali-karatsu.com

12:00-18:00

JR唐津駅より徒歩13分

休み：毎週水曜日/駐車場3台

人が住むところに文化が落とし込まれ古民家は理にかなっていて面白い。

と徳永氏、笑顔で一言。今もなお人が集う場所となっている。

引出しの中には徳永氏からのメッセージ。”ご縁がありますように”

舞台照明の仕事をされていた徳永氏こだわりの柔らかく暖かい光と影の

空間、140年の歴史と今を是非体感していただきたい。

現在はカフェ・1日1組限定の宿・展示会やワークショップなどレンタルス

ペースとして営業されている。素材にこだわった飲み物や季節のスイーツ

も楽しめる。地元の人や伝統の職人技で蘇り、この地に残った当建物。最

近では、地元の高校生も週に1度建物に触れ、社会勉強の場として手伝い

に来ている。当時の姿が残るCALALI。

藤生家の歴史を大切に現代の方法で活かされ発信されている。

空き家になっていた為、取り壊して駐車場にする計画が

進んでいた当建物。CALALI代表徳永氏との出会いは今か

ら遡ること4年前。2018年から1年かけて改装され 2019

年5月にカフェCALALIがオープンした。

先人たちの知恵や技術を引き継ぎ活かし、今でも挑戦し

進化し続けるCALALI。当建物に使われている後世に残す

べく職人技が建物の魅力をより一層引き立てている。

江戸期から栄える旧街道沿いに面する築143年の商家。正保元年(1644

年)の肥前国唐津城廻絵図では、鉄砲町と書かれ、組屋敷が並んでいた。

江川町は、現在静かな住宅街だが、明治中期は、米屋・豆腐屋・酒屋・

呉服屋などが建ち並び、活気のある通りであった。 当建物は江川町随一

の豪商、藤生平兵衛ゆかりの建物。藤生家の屋号は酒井家。酒井屋とい

う屋号の油屋で財をなし、その後文政2(1819)年に造り酒屋藤生酒造を

始める。万延2(1961)年には薬の取引をしていた記録が残り、多角経営

をしていた事が伺える。当建物は木造2階建て桟瓦葺き切妻造り。外観

は1階軒先に持送りを3箇所つけ、1階の西側と2階の中央部に 出格子を

つける。持送りは彫りが深く、意匠が優れている。玄関を入って土間を

進むと吹抜けになっており当時は2階へ荷物を揚げ下ろした。現在も滑

車がありその空間が活かされている。御座敷には、床柱に杉の磨き丸太

を用い、天袋は唐津藩御用絵師、長谷川雪糖によるもので、表側には富

士山が描かれ、裏側には虹ノ松原や大島が一望できる景色、舟に乗る

人々が細かく描かれいる。表側の保存状態が良い事から、唐津くんちな

どのハレの日に表面の富士山を見せたのだろう。御座敷から続く渡り廊

下には、階段をかけて上がる月見部屋があり、8月9月は月が正面に見え、

軌道も計算された設計となっている。お茶室もあり今後はお茶室と中庭

の動線も復活の予定。中庭では、当時も今も季節の草花が楽しめる。 2

階は全て板の間になっており収納空間として使用されていた。当建物の

前面道路は、曳山の巡行路であり14番曳山七宝丸を受け継ぐ町。2階の

窓は、神を見下ろさない高さに設定されている。年月は建っても、当時

からある建物から見える景色は、一言では表せない感慨深いものがある。

「土間」

寒い冬でも暖かい三和土土間。

左官作業の仕上げに莚(ﾑｼﾛ)で型

押しされている。掃除がしやすい

ように端は平面になっている。

「畳・踏み床」

江戸時代の製法を使った踏み床。

床の凹凸に、い草を敷き詰め厚さ

を均等にする。わら床を踏み固め

何層にも重ねて作ることから踏み

床と呼ばれる。サンド床(発砲ス

チロール)に比べ柔らかい為、手

作業で縫われる。

「襖・名尾手すき和紙」

300年の歴史を持つ名尾手すき和

紙。通常和紙の原料として使われ

る楮(ｺｳｿﾞ)ではなく、佐賀市大和

町名尾地区に自生する梶の木が使

用され薄手でも丈夫な紙に仕上が

るのが特徴。和紙の凹凸から光の

グラデーションが美しく映える。

「建具・御簾戸」

2階の収納に保管されていた御簾

戸。障子とはまた違った採光と簾

の隙間を通る風はゆるやかに吹抜

け、影も楽しめる。上段下段を除

き、間の6段は1本の竹である。

「浴室・換気」

松の形に彫られた照明周り。この

箇所は外へ風が抜けるよう設計さ

れ、湯船に浸かり見上げる部分に

は富士山が彫られている。中庭を

望むひし形の窓も当時からの窓で

季節の木々が楽しめる。

















長崎県壱岐市
へきうんそう（きゅうくまもとけじゅうたく）しゅおく

碧雲荘の入口にある石
垣は昭和13年秋頃か
ら地均しが始まり、石
積みは翌14年1月から
約１か年を要して完成
させたものである。石
材は佐賀県唐津市鎮西
町産、総数6,500個の
角石材を搬入してい
る。底辺からきれいに
積み重ねられた石垣
は、美しい平行線を見
ることができる。

碧雲荘（旧熊本家住宅）主屋

正門は南に見える壱岐水道を見下ろせる高台にあり南の碧雲荘入口から
70ｍほど上りきった場所にある。間口7.6ｍほどの大きさをもつ切妻造
で、銅板葺の屋根かつ頂部は桟瓦葺を乗せている。柱に控柱を伴う構造
で中央に両開き、左右には片開きの扉をそれぞれ付けている。『熊本利
平　ふるさとのあしあと』によれば、「台桧の丸太を柱に、戸板は屋久
杉の一枚もので特有の年輪は美しく細やかな木目を露わしている」とあ
る。また縁桁は京都の嵯峨野から伐りだされたもので、桂川、淀川を下
り大阪で船積されてきたものとある。

柱下部には滝を昇る鯉
が銅板に刻されてい
る。

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

碧雲荘（旧熊本家住宅）主屋

1941年（昭和16年）

木造平屋建 入母屋造桟瓦葺

長崎県壱岐市石田町西触字白水1486-1

0920-44-6150（石田町総合福祉センター）

なし

8:30～17:15

印通寺港より徒歩10分，壱岐空港より車で6分

登録有形文化財(国登録),まちづくり景観資産(長崎県)

※見学時前日までに要連絡

碧雲荘（旧熊本家住宅）主屋は、九州本土と対馬の間に位

置する壱岐島の南東部にある印通寺港を見下ろすことがで

きる高台に実業家熊本利平（1879～1968）によって建て

られた住宅である。

碧雲荘が建てられる以前は旧石田村役場であったが、熊本

がその地を譲り受け、周囲の土地も買い入れて宅地を広げ

ていった。熊本は関東在住時に山形有朋の別荘であった

「古稀庵」を買い入れているが、碧雲荘はその庵に似せて

建てたものとされる。

主屋は玄関を東に配し、向かって左側に洋風の応接間を置

く。中庭を取り囲むようにコの字型に廊下を巡らし、その

周囲に多数の部屋を配した造りとなっており、洋間を付随

する点が特徴であるが、全体としては日本建築の特徴を基

調とした和洋折衷的な室内意匠となっている。

現在は碧雲荘の一部が石田町総合福祉センターの建物と直

結しており、利用もなされているが、昭和初期の豪華な和

風住宅として良好な状態を保ち、またその価値は高い。

南側の洋間は応接間となっ

ており、寄木張りの床に絨

毯を敷き、一部出窓風に棚

を付ける。

南に畳縁を廻らさた座敷は数寄屋造り風に仕上げており、

欄間には繊細なすかし細工が嵌められている。

襖紙が部屋ごとに全て

異なる柄となっている。

同敷地内には旧宮家から下

賜された茶室を昭和18年に

移築した「花雲亭(茶室･待

合）」もある。

壱岐市指定有形文化財

長崎県まちづくり景観資産



長崎県松浦市
　きゅういまにしけじゅうたく

旧今西家住宅は、明治33年頃 現当主（今西誠司）の曽祖父にあたる今西卯太郎によって建てられた。厨子二階造りである。
建設地の松浦市は元寇の史跡に富む北松浦半島の北西部に位置する閑静な港町で、昔は海に隣接し漁船との作業に特化していた。
居住スペースの1階と２階の倉庫で構成され、2階の霧除け庇は開口部上部からの雨漏りを防ぐ役割を担っている。

建物を支える大黒柱は9寸角で通し土間に面
した長式台は磨き上げられ、根太天井の格子
とともに建物の重厚さが覗える。

内外に渡って手入れされた建物は、建設当時の面影を良く残
しており、持送り・大戸・箱階段は当時のままである。
大戸は、荷車を土間に入れるためのもので、引戸も併設されている。
土間の神棚、海の神棚、仏壇と建築主の信仰の高さが垣間見られ
箱階段の手摺・持送りの彫刻などに当時の大工の技量が覗われる。

旧今西家住宅

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

旧今西家住宅

明治33年頃

厨子二階造り

長崎県松浦市星鹿町岳崎免2348

0956-75-0191

なし

事前予約が必要

松浦鉄道御厨駅から徒歩40分

入館：無料

厨子二階造りの外観

二階 交差登梁

出窓持送り 玄関の大戸

欄間 箱階段

座敷床の間 神前の間神棚

土間の神棚釘隠し

土間から居間を見る



長崎県南島原市
 きたむらせいぼうきねんかん

北村西望記念館

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

開館時間

アクセス

入館料

備 考

北村西望記念館（北村西望生家）

1815年（文化12年）

木造２階建

長崎県南島原市南有馬町丙393-1

0957-85-2922

9：00～17：00

休館日：毎週木曜日・年末年始（12/29～1/3）

バス：JR諫早駅前から小浜・口之津行き→口之津にて

西望公園行きに乗換

車 ：南島原市役所南有馬庁舎から10分 駐車場14台

一般 200円 高校生 150円 小中学生 100円

長崎県まちづくり景観資産（景資第2-19号）

北村西望記念館は平和を象徴する長崎平和祈念像の作者で知られる日本彫刻界の巨匠、北

村西望の生家である。旧名家北村家の四男として生まれ育った住宅で築200年以上を経過

した瓦葺き２階建の木造建築物であり、西望氏監修のもと昭和60年に復元工事が完了。建

築当時は150坪であったが、現在は100坪となっている。展示施設になっているが、外観

はほぼ当初の姿を残している。

静かな農村にたたずむこの記念館は、有明海や天草の島々や島原の乱で有名な国指定史跡

「原城跡」も望め、すばらしい景観の中にある。

屋外の西望公園には13点、館内には、

彫刻・書・絵画など約60点の作品

が展示され、西望芸術の足跡を

たどることができる。

屋外には長崎平和祈念像の1/4

サイズの作品も展示されている。

１階和室

床の間には西望最後の書が飾られている。

１階廊下

２階展示室

玄関土間の天井

西望公園からの眺め









熊本県五木村
かふぇみなもと

見どころ

CAFЀみなもと

＜Before＞ ＜After＞

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

営業時間

店休日

アクセス

備 考

CAFÉみなもと

平成15年 移設、増築

木造

熊本県球磨郡五木村乙１５３２－１

0966-37-7810

https://hizoe.co.jp/cafe/

午前11時〜午後６時

月曜日・年末年始

国道3号線沿い氷川町商工会より東陽町方面へ。約25ｋｍ

カーナビでは「白滝公園」で検索。すぐ向かい側。

当建物は、川辺川ダム水没予定地にあった建物を移設・

増築したものである。

本体は戦後まもなく建築された平屋建ての古民家である

が、ダムの計画により建替えができない状況が続き、家

族の変化と共に増築で対応。2000年、ダム建設賛同の

調印を機に解体。部材を譲り受けた現オーナーにより

2003年に現所在地に移設し店舗部分を増築。2017年ま

で食堂及び民宿として利用されていた。移設の際に、川

辺川ダム水没予定地で解体された別の建物の部材も活用

し建築したという。まさに、ダムで翻弄された建物の集

合体となっている。

現在の姿となったのは、2018年9月以降のリノベーショ

ンによるもの。学生を始め地元村民によるワークショッ

プや、熊本県による「元気だけん！くまモン県プロジェ

クト」など、つながる人々のチカラで作り上げられた。

目に見えないものとつながっている感覚を覚えるこの空

間を、地元食材と共に味わって頂きたい。

五木村は熊本県南部である球磨郡北部に位置しており、

五木の子守唄で知られる人口1,000人ほどの村である。

1963年から1965年に川辺川及び球磨川流域において大水

害が発生したことを契機に、1966年旧建設省より川辺川

ダム建設計画が発表された。そして今、ダムの建設は止

まったままである。

「CAFEみなもと」は、時代に翻弄された建物が地元の

人々と多くの村外協力者の手で蘇った空間である。ここ

で働くのは、U・Iターン者、インターンの学生たち。店内

では、地元特産品の販売と同時に、地元住民からリサー

チした日用品も並んでいる、地元にとってもなくては

ならない場となっている。

手作りの、人々に寄り

添った新しいカタチの

「和の空間」を感じて

みてはいかが。

（白滝公園）

公園の名称である白滝とは、高さ70ｍ、幅200ｍの切り立った石灰

岩の断崖がまるで滝が流れ落ちるように見えることから。見る者を

圧倒する白い岩と、その下を流れる深いエメラルドグリーンの川と

の美しいコントラストが見事。園内には吊り橋や小さな鍾乳洞があ

り、夏場は川遊びにやってくる家族連れや若者らも多く、隠れた穴

場として知られる涼スポット。











大分県別府市
  しょうはえん（きゅうくにたけべっそう）

照波園（旧国武別荘）

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

旧国武金太郎別邸（AMANE RESORT GAHAMA内）

昭和二年

木造平屋建・入母屋造 桟瓦葺

大分県別府市上人ケ浜5-32

0977-66-8833

https://gahamaterrace.com/

12:00～14:00 ※事前にフロントへ要連絡

別府ICから車で15分

旧国武金太郎別邸は、久留米絣で財を成

した久留米財界の有力者、国武金太郎の

別荘である。

昭和二年に京都の職人によって建てられ

た。なお、棟梁は大分市出身の田仲亀鶴

である。

桟瓦葺き入母屋造りの平屋建。当時は、

金波、銀波の二間と茶室があり、金波の

間は数寄屋風の書院造りで、銀波の間は

民家風の造りであった。その後、1953年

に九州電力が保養所として受け継ぎ、洋

館部分を増築。

現在では、建物の保存を目的に2016年に

リゾートホテルへと生まれ変わった。

旧館である和風部分は「茶寮 照波園」と

して茶室に、増築された洋館部分はサロ

ンとして見学ができる。

増築された洋館部分。

外観は英国の民家風の佇ま

いである。玄関ホールの吹

抜空間には暖炉が設けられ

ており、本格的な洋室空間

を構成している。また、保

養所時代に大浴場だった場

所はギャラリー兼ショップ

として使用されている。

照波園外観

照波園内観 杵や曲木を組み合わせている

洋館外観洋館内観

照波園入口

旧館である和風部分

「茶寮 照波園」

玄関の船底天井には久留米

絣の版木が一面に張られて

いる。また、多くの奇木、

珍材が使われており、高価

な材を用いた贅沢な造りで

あることが分かる。他にも

キリシタン禁制の高札や水

車の側板を使用した天井な

ど当時の建材などがそのま

ま残っており、大変貴重な

建物である。

キリシタン禁制の高札久留米絣の版木

照波園廊下 照波園茶室



大分県国東市
　とういんりょう

涛音寮

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

休館日

入館料

アクセス

涛音寮、茶房さんがいや

明治初期

木造３階建て 入母屋造 桟瓦葺

大分県国東市国見町伊美2017

0978-82-1328

http://www.touinryou-sangaiya.com/

9:00～17:00

火曜日（祝日の場合は翌日）

大人 200円

大分空港より車で50分

国東半島の最北端、姫島行き連絡フェリーが発

着している伊美港近くに位置する。南の山側に

は神仏習合の千三百年の歴史文化の残る両子寺

があり、北の海側は周防灘に面している。また、

古くから国東半島六郷満山の仏教文化の街とし

て栄え、古来からの仏教遺跡などの文化財が数

多く点在する歴史豊かな地域である。そこに明

治の初め、今から約140年程前に造り酒屋の母屋

として「重光銀九郎」が建てた木造三階建ての

天守閣に似た外観が印象的な建物である。

「橋本屋」(当時の屋号)は昭和初期３代目の時に

すでに造り酒屋はやめていたが、昭和中期の終

戦後の４代目の時代は材木商となり、地域の中

心であった通称「三階屋」は役割を変動してい

く。現在は傷んだ三階屋を丸２年かけて全面的

な修復復元し、福岡市にある純真学園国見研修

所・涛音寮として約25年前の平成9年4月にオー

プンし、国東固有文化の交流の場となっている。

一番の特徴としては、木造３階建ての外観・建物で、県内

では数少なく貴重な存在である。改修時の瓦の面積は近隣

のお城より面積が広かったとの事。３階からは海を眺める

事ができ「涛音寮」の名前の由来になっている。

鶴と亀と大海原を表す枯山

水の庭を鑑賞しながら食事

や「野立てコーヒー」を楽

しむことができる。

たこめし御膳庭を眺める

２階のギャラリー

１階のギャラリー兼工房

案内冊子より町村合併祝賀写真(昭和30年4月)

３階建てを支える欅の34cm角の

大黒柱と梁せい50cmを超える松

の梁は圧巻の存在でギャラリー中

心部に存在する。他の管柱も五寸

五分から六寸で構成されている。

床の間などをよく観察すると柱

や床板に隠し細工が数か所見られ、

当時の大工技術に出会えるかもし

れない。
ひょうたんの細工

大黒柱と梁

３階のギャラリー

１階の土間一角は、涛音寮が

生家で三階屋の主としては５

代目の女性表具師「和田木乃

実」氏の仕事場でもあり、着

物や古布を使った創作屏風を

作成・展示販売をしている。

掛軸の修復作業や美しい屏風

が出来上がるまでの工程も見

学可能。息子夫婦と３人で表

具師として活躍している。

２階は改修時に一部３階小屋裏を見せる吹抜の空間とし、開放的な

展示室となっている。季節毎に違った作家の展示内容で楽しませて

もらえる。３階は当時のままの造りの展示室となっており、迫力あ

る格天井が包む空間の中で見学は風通しも良く心地よい。



大分県杵築市
 おおはらてい

大原邸

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

開館時間

入館料

アクセス

ＨＰ

駐車場

備 考

大原邸

江戸時代後期

木造平屋建・寄棟造茅葺・武家屋敷

杵築市杵築207

0978-63-4554

10:00～17:00（入邸は16:30まで）

一般300円・小中学生150円

JR杵築駅→国東観光バスまたは大分交通バス杵築

バスターミナル行きで約10分終点下車、徒歩6分

https://www.city.kitsuki.lg.jp/soshiki/7/bunka/bun

kazai/bunkazai/1813.html

共同駐車場利用

杵築市北台南台伝統的建造物群保存地区内

大分県指定有形文化財

土塀と石垣が印象的な酢屋の坂は
石畳が非常に美しい坂道である。

その酢屋の坂隣りに位置する。

酢屋の坂

主屋の庭園を望む座敷 主屋の仏間

武家屋敷の顔・式台玄関

茅屋根と煙 座敷と床の間

弓天井

主屋の部屋は、接客部分と裏の住居部分が完全に分離されており、公私
を区別してしつらえ、来客用座敷と次ノ間は白壁・高麗縁の畳敷き・畳
表は備後表、これに対し家人用は土色の泥壁・畳縁は模様無し・畳表は
七島表としている。昔は、杵築市は七島イの生産が盛んで生活部屋の畳
表で日常で使われていた。座敷には豪華な欄間などの装飾はなく、質実
剛健を旨とした武家の暮らしが垣間見られる。

茅葺屋根の主屋に入母屋造りの式台玄関（間口２間、奥行
１間）を備えた堂々たる姿は、この家の格式の高さをあら
わしている。式台の奥に設けられた玄関ノ間は、玄関から
魔物が入らないよう魔除けの意味を持つとされる赤色の土
壁になっている。

家にいるときも武道に励み、
その姿を先祖に見てもらうた
め仏間で弓の稽古ができるよ
うに天井を高くしていたとい
われている。

大分県杵築市の大原邸は、江戸後期に杵築藩の家老、用心など、上級武士の屋敷だったとさ
れる建物である。かつて武家屋敷が軒を連ねた城下町の高台に建ち、長屋門や風格ある茅葺
き屋根の主屋（建築面積約71坪）、敷地面積656坪の広さと豪華な回遊式庭園を備えている。
大分県指定有形文化財に指定されており、杵築に於ける最も貴重な遺構の一つである。

炊事場は天井板を貼らず、
その煙で屋根を燻すことで
屋根裏に虫がつかないよう
にしていた。

座敷の床の間は、畳を敷いた
床畳である。畳の縁は紋縁と
なっており、簡素な中に、格
式の高さがうかがわれる。

四季折々の表情を見せる美しい庭園から主屋を望む

広大な回遊式庭園



大分県日出町
てきざんそう（きゅうなりきよけひじべってい）

的山荘（旧成清家日出別邸）

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

的山荘（旧成清家日出別邸）

1915年（大正4年）

木造平屋建一部２階建・桟瓦葺近代和風建築

大分県速見郡日出町2663番

0977-72-2321

http://tekizanso.com/

10：00～22：00（年中無休）

日出ICより車で8分、JR暘谷駅より徒歩8分

「的山荘（附日本庭園）」日出町の有形文化財に指定

「旧成清家日出別邸」建造物5棟および土地が国の重

要文化財に、「旧成清博愛別邸庭園(的山荘庭園)」庭

園が 国の登録記念物に登録

的山荘に残るガラスのほとんどは、建築当初の手作りガラスで、気泡

入りや景色がゆがんで見える特徴がある。ガラスごしの景観はとても

味わいがあり、木製建具を額縁として絵画鑑賞をしているような雰囲

気さえある。見る位置や角度で異なった雰囲気を醸し出し、高貴な楽

しみ方ができる。

的山荘は、日出町の暘谷城三の丸跡地に、馬上金山（現杵築市山香町）の採掘で巨額の富を築いた成清博愛（なりきよひろえ）が

築いた旧邸宅である。別府湾を一望する広大な敷地（3,670坪）に桟瓦葺近代和風建築の粋を凝らした豪華な家屋（約300坪）、

さらには別府湾を泉水、高崎山を築山に見立てた借景の見事な庭園が広がる。大正３年３月に着工、大正４年１月に落成し、総工

費は25万円（現在の価値でおよそ７～８億円）と記録されている。

「的山」とは博愛の雅号で、数々の炭坑や金山の採掘事業に失敗し、最後の望みとして辿り着いた馬上金山で「山を的（あ）てた

い」と名付けたと言われている。後にこの邸宅は、彼の偉業を讃えて「的山荘」と名付けられた。

政財界の社交場でもあった的山荘は、

昭和３９年に、博愛の孫(信輔)が料亭

として開業し、城下かれいの料亭とし

て全国的に知られ、皇族をはじめ多く

の著名人が訪れるようになった。

日出城の下、海底の真水が湧き出る所

に生息する城下かれいは、古くから美

味淡白と珍重され、美食家の木下謙次

郎の書いた『美味求真』で日本の名物

料理八選に選ばれた逸品である。

現在は日出町の指定管理施設として、

城下かれい・日出の鱧をはじめ、関ア

ジ・関サバ、臼杵ふぐ、豊後牛など地

産地消を志した割烹料理のご賞味と共

に風情ある和の空間を堪能できる。

桟瓦葺の腕木門から玄関前のロータリーまで、綺麗な石畳

が続く。庭園内には8本もの皇族記念植樹があり、季節

折々の木々を楽しめる。玄関の式台も歴史を感じさせる。

随所で、江戸時代以降の伝統的手法を残

した豪華な日本家屋の醍醐味を味わえる。

皇族の方の迎賓館とされていた個室や48畳の大広間があり、

床・書院等の座敷飾り、様々な形状の欄間彫刻、襖の引手

金具一つとっても、細部まで、細やかな拘りが感じられる。

著名人の扁額や掛け軸・色紙なども貴重な一品である。大

広間には、一枚板から作られた筬欄間（機織り道具の筬の

ように縦桟が細かく彫り込まれている）、細かい彫金が施

された大正時代の西洋ランプ（電球と和紙による穏やかな

明かりを放つ）、光の加減により雲の絵が浮かび上がる襖

等もある。その他、現在は採掘禁止となっている京都の鞍

馬石を沓脱石としていることや、邸宅内や外塀に太平洋戦

争中の弾痕が残されている等、希少価値が高く見どころ豊

富な建物である。

玄関前のロータリー

正門 玄関・式台

個室 床の間

大広間



大分県杵築市
ひとつまつてい

一松邸

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開邸時間

休館日

入館料

一松邸

昭和４年８月

木造２階建て 入母屋造 桟瓦葺

大分県杵築市南杵築193-1

0978-62-5761

https://www.city.kitsuki.lg.jp/soshiki/7/bunka/bunkazai/bu

nkazai/4642.html

10:00～17:00

12月29日～1月3日

個人：一般 150円 小・中学生80円

共同P利用

杵築市の初代名誉市民となった一松定吉氏が

母親のために建設した邸宅である。現在の豊後

高田市にあたる美和村出身の一松定吉氏（明治

8年～昭和48年 享年98歳）は、杵築藩の剣術

や槍術の指南役であった一松家の家督を継ぐ養

子に入り、18年間検事を務めて弁護士になる。

その後、第一次吉田内閣で各大臣を歴任し、

34年間政界にて活躍する。

昭和2年より２年の歳月をかけて建てられた邸

宅は、昭和32年に杵築市に寄贈され「一松会

館」として市民の憩いの場として開放されてい

た。その後、市役所の移転に伴い平成12年に

杵築城と海を望む現在地に移築され「一松邸」

と改称し一般公開している。昭和初期における

木造建築の技術と粋を結集した邸宅として知ら

れており、座敷からは守江湾から豊後水道を一

望できる絶景を楽しむスポットとなっている。

高級木材をふんだんに使

用した贅沢で洗練された

趣ある屋敷である。武家

屋敷の特徴として縁桁は

天然絞りと呼ばれる特徴

の模様が木の表面に現れ

ている事などから、非常

に珍しく高価な材料が使

用されている。床板は長

さが約８ｍと規格４ｍの

倍の長さの無垢材で客を

もてなしている。床柱に

は黒柿、床の間の板はト

チ、式台は桜と随所に高

級木材が使用されている。

昔のままの手吹きガラス

格天井の客人用御手洗「松皮菱」と呼ばれる書院の障子

表裏でも違う装飾の引手

富士の欄間

縁桁は約10mの杉材

掛け障子

杉の柾目の一枚板の縁側

離れの二の間は中央に柱がなく、
襖を閉めると３部屋に仕切る事が
できる大分の特徴的な技法で、合
理的に部屋を活用することができ
る。その他にも中央に３帖畳敷の
奥様のタンス置き場、今でいうク
ローゼットの部屋もある。

装飾付きのマジックミラー


















